
１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

３　目標・評価

①生徒一人一人の学習状況等に応じた『伸ばす教育・伸びる教育の推進』

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●学力向上
生徒の学力の向上を図ることができた
か

①各教科で課題の調整を行い、１週間
の家庭学習時間の平均を、１，２年生は
１５時間以上、３年生は２０時間以上に
する。

②各学期末成績で欠点保持者を１割未
満にする。

③考査前、考査期間中の家庭（学校で
も）学習の状況については、学年主任や
担任に取り組み状況を確認し、期末考
査後には取り組み結果を全校集会時に
伝える。

① 各教科で具体的に家庭で取り組むべき内
容を指示し、提出指導の徹底を図る。また、
機会あるごとに家庭学習習慣を呼びかける。
３年生においては、白高祭（学校祭）からの気
持ちの切り替え指導に重点をおく。

②普段の課題の未提出者には、必ず個別の
指導をする。考査前には成績不振者に指導
を行う。また、学期ごとに成績状況をこまめに
チェックし指導を行う。

③全校集会時に、定期考査での取り組み状
況についても生徒に伝え、意識向上を図る。

C

①１，２年生では、目標値を超えた生徒
の割合が10％～20％程度と低調であっ
た。逆に、１日の学習時間が１時間未満
の家庭学習習慣が身につけきれていな
い生徒が、30％～40％前後を占めた。３
年生では、目標時間には届かないもの
の、ほとんどの生徒が家庭学習時間を
確保し、受験生としての意識が感じられ
る結果であった。また、３年生の白高祭
後の調査では、約半数の生徒が目標達
成できているなど、近年の課題であった
学校祭後の切り替えとしても、よい傾向
が見られた。
②③考査前学習会や保護者会、三者面
談、学年集会等を利用して基礎学力の
定着を訴えてきたがなかなか伝わらな
かった。

①新入生宿泊研修をはじめとし、家庭学
習習慣の定着を機会あるごとに呼びか
けるだけでなく、各教科で日々取り組む
べき課題の指示と提出指導の徹底を図
る。また、基礎学力の定着を確認できる
テストを積極的に実施し、生徒が主体
的、意欲的に課題に取り組めるようにし
ていく。白高祭後の気持ちの切り替え指
導については、３年生は勿論のこと、１，
２年生についても重点目標に据えてい
く。
②③学年独自での学習時間調査を行
い、課題についても与える時期や生徒の
レベルに合わせて配布するなど、手帳の
チェック等と合わせて指導を行い、意識
改革を促す必要がある。

教
育
活
動

◎教育の質の向上に
向けたICT利活用教
育の実施

ICT利活用教育の推進により、生徒の意
欲や学力は向上したか

①教師が、生徒の視覚・聴覚を通して興
味・関心を持てるようにし、学習に対する
意欲を高めるようにする。

②教師が、授業におけるICT利活用の効
果を高めるために、授業内容の効果的
な提示・展開・記録等を行う。

③生徒が、学習に必要な情報を収集し
たり、繰り返し学習によって知識の定着
を図ったりする。

①授業内容に関係する画像・映像・図表・グ
ラフ・音声・楽曲等を提示し、内容に集中して
取り組めるようにする。

②効果的な提示方法やタイミングの検討、提
示内容の吟味、展開・記録方法等の検討を
行う。

③情報収集のために必要な時間を設けたり
繰り返し学習を行うための教材・資料等を作
成したりするようにする。

Ｂ

①本校の電子黒板や学習用PCの活用
に関する取組に対しては、約73％の生
徒が「学習に対する意欲や学力の向上
に役に立っている」と回答していることか
ら、生徒の「感覚」としての効果は充分に
発生していると考えられる。
②本校の教師の約80％が、ICT利活用
教育の推進によって良い効果が現れて
いると回答している。生徒の回答の割合
とほぼ一致することから、相互に良い効
果があるものと思われる。
③の方策については、実際に生徒や教
師が行ったか、確認する機会がなかった
ため、来年度は早めに検討の必要があ
る事項である。

①については生徒の意欲や学力は、
「ICT利活用教育の推進」を含め、様々な
要素から向上していくものと考える。その
きっかけとして興味・関心を高めることの
効果は重要であるため、今後も継続して
いきたい。
②については効果的な提示・展開・記録
等についての研修や、各教科内での検
討会等を行い、より良い方法や新しい方
法の開発を目指す。
③については確認の機会を設ける、また
は①②の確認内容に含めるようにする。
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校訓「清明・自律・創造」のもとに、高い志と進んで責任を遂行する強い
意志を持ち、社会に貢献できる、知・徳・体の調和のとれた、心身ともに
健全な人材を育成する。

①生徒一人一人の学習状況等に応じた『伸ばす教育・伸びる教育の推進』
②生徒一人一人の関心・意欲に応じた『進路ガイダンスの充実』
③ハイレベルな文武両道を目指す『質の高い授業』と『行事・部活動のバランス』
④規範意識や礼節、報恩感謝などの素養を育むことによる『品格のある校風の醸成』
⑤家庭や地域社会との相互理解による『信頼される学校づくり』

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

Ａ：十分に達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

達成度



①生徒一人一人の学習状況等に応じた『伸ばす教育・伸びる教育の推進』

教
育
活
動

○希望進路の実現
生徒一人一人の希望進路は達成できた
か

①難関大学複数名をはじめとする国公
立大学進学希望者のうち２０名以上の
現役合格を目指す。

②進研模試の学習到達ゾーンで、B2以
上を増やす（1年1月40人，2年1月30人，
3年11月25人）。また、Ｄ層を減らす。

①成績上位者には特別指導を実施すること
で、難関大学合格へ向けた十分な対策を行
う。また、生徒の受験機会を一般入試に限定
せず、ＡＯ・推薦入試に向けた個別指導の対
策にも力を入れる。

②模試後には成績状況を提供し、各教科で
生徒の学力を把握することで、適切な教科指
導を行う。

B

①センター試験の卒業見込み者に対す
る出願状況は、前年度と比較して15.4％
減少し、57.1％となり、大学進学希望者
の割合が少なくなった。また、国公立大
学合格者数は、AO・推薦入試が３名と伸
び悩んだものの、一般入試では、難関の
九州大学をはじめとする国公立大学に
合格者を出し、２桁の合格者数を維持す
ることができた。数値目標到達には厳し
い状況であったが、全体的には健闘した
結果であった。
②今年度の結果は、B２以上の生徒が１
年１月50人，２年１月31人，３年11月10
人、Ｄ層の生徒が１、２年で20人程度、３
年生90人程度であった。特に、１、２年生
で取り組みの成果が表れた（２年生は3
教科型を含む数値）が、３年生は苦戦し
た。

①大学で学ぶ意味、大学進学のメリット
などを機会あるごとに話し、大学進学希
望者の割合を増やしたい。また、早期に
国公立大学のPRを積極的に行うことで、
AO・推薦入試など幅広い入試方式での
進路実現を目指す。成績上位者には、
教科間で連携し、個別指導での対応を
継続していく。
②今年度は、１，２年生で取り組みの成
果が表れているため、このことを応用力
育成など、いかにして最高学年での進路
達成に繋げていくかを意識していく必要
がある。全教科の点数が揃っていない生
徒についても、得意教科を活かしての進
路達成ができるように的確にアドバイス
していく必要がある。

教
育
活
動

○読書習慣の定着
生徒の読書への意欲や活動は活性化し
たか

・進路意識を高めるために、新しい図書
館の配置とよりよい蔵書購入及び啓蒙
を図る。
・クラス単位の読書量を増やす。

・「特集コーナー」を設けて知的触発をする。
・図書委員で管理する「学級文庫」について
は、寄贈図書を活用し、配布冊数を増やすな
ど充実を図り、クラスでの読書環境を整える。 A

・「特集コーナー」を設けたことで、興味の
ある生徒や進路に関係する生徒の意識
向上につながった。
・「学級文庫」の効果かどうか判断はしか
ねるが、微少ではあるが、各クラスの貸
し出し数は増えた。

・図書部会で作成した「とにかく読もう」に
ある推薦図書を展示して読書の推進を
図る。
・生徒の希望図書を「リクエストカード」を
利用して配置するとともに、図書館来館
を促す。

②生徒一人一人の関心・意欲に応じた『進路ガイダンスの充実』

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

○進路意識の向上

３年間を見通して計画的に進路情報を
与えることはできたか、また、そのことに
よって生徒の進路に対する意識は向上
したか

① 担任との進路に関する二者面談ある
いは三者面談を、年間10回以上実施す
る。また、進路検討会や普段の日常の
中でも、教科担当者や部活動顧問など
担任以外の先生からも様々な側面から
個々の生徒への助言をする。

② 高大連携授業、職場体験活動などの
学校外での活動にも積極的な参加を促
す。また、オープンキャンパスや進路ガ
イダンスへの参加率を80％以上にする。

① 形式ばった面談ではなく、気軽に話し合え
る雰囲気づくりに努め、面談回数の頻度を
高める。また、進路検討会には学年所属以
外の先生方にも積極的に参加を促す。

② クラスや掲示板に案内を掲示するだけで
なく、部活動顧問とも連携し、参加を促す。

A

①コース選択や進路希望に関する面談
を機会あるごとに行うことができた。ま
た、面談を受けての進路検討会を２，３
年生で実施し、職員間の相互理解に繋
げ、次回以降の面談の参考事項とする
ことができた。
②１，２年生ともに進路ガイダンスやオー
プンキャンパスへの積極的な参加が見ら
れた。（進路ガイダンス参加率１年生
100%、２年生63％：オープンキャンパス
参加率１年生38％、２年生35％）
１年生は、２学期に福岡大学を訪問後、
全員進路ガイダンスに参加している。ま
た、７月には、佐賀大学、西九州大学の
説明会を全生徒及び保護者向けに実施
し、大学進学への関心を高めることがで
きた。学校外の進路ガイダンス、職場体
験募集の情報についても、随時、提供す
ることができた。

①最終学年である３年生の進路検討会
はもとより、２年生２学期の進路検討会
を実施することで、生徒の進路意識が早
い段階で高まり、職員の共通理解にも繋
がっている。来年度以降の普通科入学
生は３クラス体制となり、進路検討会な
どを通して、さらに進路情報の共有を小
まめにしていく必要がある。
②入試改革に伴い、進路研究の取り組
みの前倒しが必要となり、進路指導年間
計画の見直しを図る必要がある。また、
本校作成の進路情報誌『白高情報誌』を
活用する時間を確保し、各学年の段階
に応じた進路指導を行っていきたい。

教
育
活
動

○「総合的な学習の
時間」を通した進路意
識の向上

１年：自分の進路について考え、それに
添ってグループで研究することができた
か
２年：自分の進路実現の方策について
研究し、個人で研究することができたか
３年：入試に応じた研究をするとともに、
志望理由についても明確にすることがで
きたか

１年：「夢を創るとともに、知る」
・自己理解等を通して将来を見つめる。
・グループで自分の問題を探る。
２年：「夢を実現するために、深める」
・大学の学部・学科等の研究をする。
・個人で自分の分野の問題を探る。
３年：「夢を実現するために、次へ進む」
・自分の進路に応じた研究をする。
・自分の進路志望理由を確認する。

１年：「夢研究」においてワークシートを用い、
自己理解に基づいて夢を確認する。また、グ
ループ研究において自分の分野の問題につ
いて考えさせる。
２年：職業・学部学科についてまとめさせる。
また、個人研究において自分の分野の問題
について考えさせる。
３年：個人研究において自分の分野の問題に
ついてまとめさせる。また、自分の進路に対
する理由書を完成させる。

A

年度当初の計画に基づき、各学年の「総
学」担当者の指示に従い、取り組むこと
ができた。３学期には、「夢を形に　プロ
ジェクト」を開催し、１年生は７グループに
よる発表を行い、２年生は７名の代表者
による発表をすることができた。その際、
発表者以外の生徒は、評価を行うことで
活動に取り組んだ。

次年度は、１年生においては、商業科
キャンパスの生徒と合同で「総学」発表
会を開催する方向で計画を進めたい。ま
た、発表会の際には、近隣の中学校にも
事前に連絡をして、発表を見てもらうこと
で、より白石高校を身近に感じてもらえる
ようにしていきたい。



③ハイレベルな文武両道を目指す『質の高い授業』と『行事・部活動のバランス』

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

○教職員の資質向上
教職員の授業力向上のための研修は
実施できたか

①互見授業、および職員間の授業参観
を実施し、授業力の向上に努める。

②授業評価を実施することで生徒の授
業の理解度を把握し、授業内容の改善
に努める。

③指導力向上のための研修会への参
加を支援する。

①互見授業後の授業研究会、および授業参
観後の評価・感想を通して、授業の改善に必
要な内容を知る。

②2学期に授業評価を実施し、業績評価表に
リンクさせるとともに、授業の改善に役立て
る。

③研修会や研究会等の情報提供を、積極的
に行う。

C

①各教科担当者の代表による互見授業
は予定通りに実施され、評価・感想の記
入・伝達までは充分にみられたが、初任
者や３年経過者等の研修を除き、授業
研究会が行われた回数が少ない。
②授業評価実施後の集計結果につい
て、各授業担当者による確認までに留ま
り、その後の授業改善に向けての具体
的取組を提案できていない。
③企画部だけでなく、各分掌からの情報
提供も広く行われたが、企画部独自のも
のは多くなかった。

①日程や時間帯などが確保できるように
し、可能な限り授業研究会を行い、授業
者と参観者の意見交換を行うことで授業
参観の効果を高める。
②集計結果について、各授業担当者に
よる分析と活用を依頼するとともに、分
析内容を授業に生かす方法を検討す
る。
③研修会や研究会についての情報収集
を入念に行う。

教
育
活
動

○主体的な生徒会活
動

主体的な生徒会活動により、生徒会や
委員会活動は活性化できたか

各校務分掌と生徒会各部で連携をとり、
各種委員会活動の活性化を図る。

生徒総会を実施し、各部の目標を全校生徒
で確認し、計画を実施する。

B

生徒総会を実施し各部の目標と活動内
容の確認を全校生徒で行えたが、活動
状況や実績については、各部の取組に
差があった。

関係校務分掌の先生と各部部長が活動
内容等の話合いの時間を確保し、計画
を実行できるようにする。

教
育
活
動

○部活動の活性化 文武両道の推進を図ることができたか

①部活動加入率85％以上にする。

②全国大会出場2部、県ベスト4以上3
部、県ベスト8以上5部を目指す。

③完全下校時間を厳守する。

①新入生に対して部活動紹介や勧誘または
見学などを行い、入部しやすい環境を作る。

②限られた時間の中で効率のよい練習を行
い強化を図る。
　
③学習時間確保のためにも下校指導を徹底
し、学習しやすい環境を作る。

B

①本年度の部活動加入率は、86％で
あった。
②全国大会へ4部(運動部2部、文化部2
部)、県ベスト4以上3部、ベスト8以上4部
と、ベスト4以上までの目標は達成できた
が、ベスト8以上の部は目標達成できな
かった。
③完全下校時間の厳守は、実行できて
いる。また、日々の学校生活の中で、部
活動も精力的に活動できた。

①各学年とも協力して今後も維持できる
ようにさらなる工夫をしたい。
②文武両道の実践のため、生徒会として
学習環境を整えるとともにベスト8以上の
部活動を増やせるように部活動でも強化
してきたい。
③下校時間の厳守のため今後も下校指
導を継続して行う。



④規範意識や礼節、報恩感謝などの素養を育むことによる『品格のある校風の醸成』

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

○規範意識やマナー 規範意識やマナーは向上したか

①服装・頭髪検査を学期に２回は実施
し、高校生らしい爽やかな身だしなみに
する。

②校則を遵守する意識を高め、問題行
動の未然防止に努める。

①生徒会や学年団と連携し、毎朝の挨拶運
動、登校指導を実施する。全職員で指導に当
たり、見逃さず見捨てない指導を心がける。

②ホームルーム、集会時に校則を遵守する
指導をする。生徒代表から全校生徒に呼び
かけをさせる。

A

①登校指導は毎朝昇降口で実施でき
た。服装検査は、２学期に１回しか実施
できなかった。服装指導については、普
段の生活の中での細かい指導が必要で
あると感じた。
②機会があるたびに担任や学年主任か
ら指導をしてもらった。また、全校集会時
には、生徒代表から全校生徒に対して話
をする時間を設けた。

①服装検査は考査の最終日などを利用
して、学期に１回は実施したい。
②全職員共通理解を持って指導にあた
る。職員の指導に温度差がないようにし
なければならない。

教
育
活
動

○安全や防犯
安全、防犯意識の高揚を図ることができ
たか

①登下校時の安全、防犯意識の高揚を
図る。

②校内での私物の紛失がないように自
己管理を徹底させる。

①交通・防犯・薬物防止講話などを通して、
安全・防犯に対する意識の高揚を図る。

②自転車点検、自転車の施錠点検を実施
し、自己管理能力を高める指導を行う。 B

①警察からの講話を聴いて、生徒たちの
安全・防犯に対する意識の高揚は図れ
たと思う。また、登校時、送迎車の停車
区域を決め、交通安全に努めた。
②自転車の施錠がまだ徹底されていな
かった。個人の所有物については貴重
品の管理を含め引き続き指導していか
なければならない。

①生徒の安全・防犯に対する意識の高
揚は引き続き図りたい。登校時の送迎車
の交通安全に対して再度徹底したい。
②まずは自己管理を徹底させる。そし
て、移動教室の際は教室を施錠するよう
に指導する。

教
育
活
動

○情報モラルや情報
セキュリティ

生徒の情報モラルを高め、情報セキュリ
ティへの意識を高めることはできたか

①個人情報について理解させ、個人情
報の取り扱いに留意させる。

②SNSの活用について指導を徹底す
る。

③情報モラル・情報セキュリティの重要
性について意識を高める機会を設ける。

①ホームルームや集会等での講話の中で、
繰り返し注意喚起を行う。

②定期的にネットパトロールを実施し、問題
行動の未然防止に努める。

③情報モラル・情報セキュリティに関する講
習・研修などの案内を行う。

A

①②については、全校集会で情報モラル
に関して生徒向けの研修をおこなった。
③については、２学期末に、情報モラル・
情報セキュリティに関する講習を実施し
た。このような講習会や授業などを通し
た日頃の取組により、約85％の生徒は、
本校の情報モラル・情報セキュリティに
ついての指導が「大いに意欲的」または
「やや意欲的」と答えている。

①②③について、情報モラル・情報セ
キュリティについては、始業式・終業式な
ど各学期の節目や、全校集会・学年集
会などでその重要性を伝える機会を設
け、意識を定着できるようにする。

教
育
活
動

●心の教育
思いやりのある豊かな心をはぐくむこと
ができたか

①ホームルーム活動や講演会等を通し
て心の教育の実践を図る。
　
②地域への理解をすすめ、郷土を愛す
る心を育てる。

①学期ごとのボランティア活動やテーマごと
の講演会を開催し、思いやりや人間性豊かな
生徒の育成を図る。

②「佐賀のことを学ぶ時間」において、講話や
ホームルーム活動を計画し、白石や佐賀の
ことについて理解を深めるとともに、伝統行
事への参加や郷土料理実習などの体験の機
会を設ける。

B

①各学年ごとに、地域の清掃ボランティ
ア活動に取り組んだ。また、性に関する
講演会で性の多様性について理解を深
めたり、教育相談講演会を通じ自己理解
をすすめることができた。
②「佐賀のことを学ぶ時間」の学期を通
しての活動や講話により、白石や佐賀の
ことについて理解を深めることができた。
今後、地域への積極的な関心へとつな
げることが課題である。

①クラスにおける人間関係に不安を抱え
る生徒も多く、状況を把握しながら、心の
教育につながるホームルーム活動等を
計画していく。

②校内での取り組みを継続しながら、校
外における行事へ参加や、地域の人々
との交流を積極的にすすめる。



⑤家庭や地域社会との相互理解による『信頼される学校づくり』

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●いじめ問題への対
応

いじめの早期発見、早期対応に向け、い
じめ防止基本方針を踏まえた取り組み
はできたか

①部活動におけるいじめ問題を未然に
防ぐ。

②各学年や部活動顧問と連携し、気に
なる生徒の把握に努める。

①各部顧問と連携して、各部の実態把握に
努める。

②保健室来室者の状況、学年や部活動から
の生徒状況報告を定期的に行い、情報を共
有する。 B

①部顧問と定期的に情報共有する場を
設けられなかった。このことは今後の課
題である。
②学年や部顧問からの情報を、毎週の
保健指導部会において共有する中で、
スクールカウンセラーとの面談につなげ
るなどし、予防に努めた。

①今年度も部活動にからむいじめはな
かった。今後も未然防止に努めていかな
ければならない。そのためにも日頃から
部顧問との情報共有をしていきたい。
②予防的な生徒指導として、生徒の状況
に応じ、教育相談だよりの活用や、教育
相談講演会、人権・同和教育講演会等を
行っていく。

学
校
運
営

○保護者との連携
学校行事等への保護者の参加者数は
増えたか

年３回の評議員会、５月のＰＴＡ総会、体
育祭時の駐車場係、文化祭時のＰＴＡバ
ザー等への積極的な参加を呼びかけ
る。そのためにも、情宣活動をしっかりし
ていく。

まずは、生徒を通じて、各種行事の案内文を
早めに渡すように準備する。同時に、スクー
ルニュースに案内を配付した旨の文章を載
せ、保護者へ確実に連絡内容が届くように努
める。 C

評議員会には忙しい中でも出席していた
だき積極的にご意見を出してもらった。
PTA総会の出席率は、情宣活動にも関
わらず、低かった。

保護者に学校に来てもらう機会は限られ
ているので、まずは、生徒を通じて家庭
への連絡をきちんととるように指導をす
ることが第一である。同時に、学校の行
事については、スクールニュース、ホー
ムページ等を通じ、保護者への周知を図
る。

学
校
運
営

○情報発信 学校情報の積極的な発信はできたか

①「白石高だより」を年5回以上発行し、
学校情報を外部に積極的に発信する。

②学校ＨＰを通じて、学校行事の内容・
予定、部活動の活動状況等を積極的に
発信する。

③学校説明会、体験入学については、
新白石高校に向けての内容を吟味し、
より分かり易く魅力的なものにする。

①「白石高だより」の発行については、保護
者・中学生等へのより効果的な情報発信の
ための配布方法を検討する。

②ＨＰの内容の定期的な更新を心がけ、でき
るだけ新しい情報を提示する。各部活動に
は、少なくとも学期ごとの更新を依頼する。ま
た、生徒・保護者への周知を図るため、職員
もHPの最新情報を把握できるよう情報を提
供する。

③学校説明会、体験入学については、パ
ワーポイント等を利用し、分かり易いものにす
る。

C

①最終的に「白石高だより」の発行が４
回にとどまり、本年度は年５回以上の発
行はできなかった。今年度は百周年記
念行事も行われ、記事になり得る機会は
多かったが、担当者の偏りもあり発行回
数が少なかった。
②主な学校行事の後には一両日中の内
容更新に努めてきた。しかし、各部活動
の内容更新については、顧問への更新
方法の通知が不十分であったためか、
更新が進んでいない部が散見された。
③学校説明会や体験入学において、パ
ワーポイント等を用いながら、できるだけ
具体的な説明をすることができた。

①年度初めの時点で、発行時期と紙面
内容を十分に検討するとともに、担当者
を分担し発行しやすくする。
②学校行事等の更新については、今年
度同様の取り組みを目指す。また、各部
活動の内容更新については、今年度３
学期に開始した、各顧問から企画部担
当への情報提供を通しての更新を継続
させる。
③具体的な活動名を挙げながら、より魅
力的な学校をアピールできるように、説
明会の内容を検討する。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目（あれば記入）

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●健康・体つくり
望ましい生活習慣の確立と自己管理能
力の向上を図る

①生徒の食や健康に関する意識を高
め、自己管理能力の育成に努める。

②保健室利用者数年間９００人未満を
目指す。

③保護者と連携して健康管理・生活管
理を推進する。

①定期的な「保健だより」の発行、講話を通し
て、食習慣や運動の重要性、健康管理に対
する意識を高める。

②毎週の保健指導部会において保健室の利
用状況を確認し、状況に応じて、スクールカ
ウンセラー・学年・保護者と連携を図る。

③１学期の三者面談時に、定期健康診断等
の結果を保護者に渡し、必要に応じて再受診
を勧める。

A

①定期的な「保健だより」「教育相談だよ
り」の発行・保健講話に加え、食や健康
に関する情報掲示を行うことで、意識づ
けを行った。
②毎週の保健指導部会や学期ごとの情
報交換会で生徒の情報共有を行い、生
徒支援につなげた。１月末までの保健室
利用者は７５５人で、昨年より約９％減少
したが、頻回来室者の対応について学
年との連携をさらに進める必要がある。
③１学期の三者面談時に定期健康診断
結果一覧を配布し、再受診を促した。１０
月には、風邪・インフルエンザ予防につ
いての保護者あて文書を配布し、家庭と
の連携を図った。

①個々の生徒の状況に応じた保健講
話等を計画し、自己理解をすすめる。

②各学年ごとに、教育相談担当者を
おき、校内連携を強化する。

③定期健康診断後、速やかに受診勧
告を行い、受診率の向上を目指す。

●は共通評価項目のうち必須項目、◎は共通評価項目のうち特定課題、○は独自評価項目



４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組
・生徒・保護者アンケートから、本校の教育活動に関して、おおむね肯定的な意見をいただいた。また、学校全体としても、重点目標の実現に努力してきた。平成２８年度よりも肯定的な意見の割合が高くなった項目が多くなり、取組の成果が表れたものと
考える。
・個々の生徒がバランスのとれた人間形成を図っていくために、部活動と学習の両立を図ることや家庭学習の時間確保などを通して、自己管理能力を高めることが今後の課題である。
・ボランティア活動や海外研修を含む校外研修活動など、自ら積極的に自己啓発に取り組む生徒が増えてきている。学校として学外活動に係る情報を収集し、生徒に提示していきたい。（海外研修経験生徒　H２７年度１名　H２８年度５名　H２９年度２１
名）
・次年度の取組として検討しているのは以下の事項である。
　　①新白石高校の教育内容の充実を図った魅力づくりの推進
　　②広報活動による積極的な生徒募集
　　③多様化する生徒に対応できる教育環境の整備・充実への取組
　　④地域や保護者に「より信頼される学校づくり
　　⑤さらなるグローバル人材の育成（本年度の取組拡大）


